

















































































































































































管理 9９ 152 5３ 14,516 38,591 0.68％ 0.39％
病院
全体 613 620
７ 111,826 170,324 0.55％ 0.36％
2,276
1７，１０３
4,090
1６０１８４
室全体では２８０万円の削減になっていると考える。
しかしながら、各手術室で管理している滅菌手袋は
箱単位でおいてあるため、以前の方法より在庫数が
増えていることになる。
手術部管理のカード数が4090枚と多いということ
はカードの使用枚数も多くなり、実際は病院で一番
使用している部署となる。また、一枚のカードを期
間中何回出したかの回転数を見ると、病院平均より
0.5～0.9回多かった。使用数が多いだけでなく同じ
カードを出す回数も多いため紛失の機会も多く、再
発行数が多くなっていると考える。
移転前に病院全体での再発行率が高かったのは、
SPD導入初期であり、医師を含めたスタッフ全員へ
の浸透が不十分であったと考える。手術部でセクシ
ョンに分けた後の再発行率が若干ながら減っていた
点から、各手術室ではカードを扱う人が決められて
おり，少ない人数でのカード使用となるため、紛失
が減ったと推測される。逆を考えると多くの人が携
わる部門ではカード紛失防止に工夫が必要と考える。
これは楠本'）が述べているカード返却の状況と同じ
であり、出入りの多い当院のような大学病院では，
新規採用時や配属時に充分な説明と周知が大切であ
る。
今後はＳＰＤにおける在庫管理・購入管理・消費
管理・品質管理・搬送管理などさまざまな点から検
討していく必要がある。
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Ⅶ、研究の限界
今回はＳＰＤカード数に限っての調査であり、Ｓ
ＰＤを導入しての搬送・供給への業務時間や､請求・
払い出し等の業務内容に関しては調査していない。
特に業務に関しては移転後、物品の保管場所や手
術室数、スタッフ人数の変化があり比較できなかっ
た。
Ｖ・結論
カードを各手術室のセクションに分け管理したた
めカード枚数は増えたが、カード金額分の購入在庫
が減った。再発行率は病院全体の傾向と変わりなか
った。
おわりに
薬品に関しては１患者１トレイのセット化がすで
に導入されている。医療材用も患者一人に対しての
セット化によるＳＰＤを取り入れている施設4）５)もあ
る。しかし、挿管チューブなど患者個々によりサイ
ズが異なるものに対しては困難である。これらを解
決すれば１患者１セットと使用するもののセット化
を進め、準備の軽減や手術にかかるコスト計算へと
還元されればよいと考える。
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